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してお茶を飲むように勧め，そのまま廃棄されるものと考えた被告人から同コップ
を回収し，唾液を採取した行為につき，強制処分に該当するとされた事例
(東京高判平成28・8・23高裁刑集（裁判所ウェブサイト掲載）69巻⚑号16頁，
東京高等裁判所（刑事）判決時報67巻⚑～12号124頁，
判例タイムズ1441号77頁，破棄自判・一部無罪，確定)刑事判例研究会久 岡 康 成…(359)

紹 介
Ａ・エーザー＝Ｗ・ペロン編
『ヨーロッパにおける刑事責任および刑事制裁の
構造比較――比較刑法理論への寄与』（⚕）

刑法読書会
松 宮 孝 明
安 達 光 治(共編)

…(384)

資 料
『1804年ナポレオン民法典』（⚕) 中村義孝 (訳)…(424)

ISSN 0483-1330

Ｍ Ｋ


